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【代表取締役社⾧ CEO 和田】 

パーソルホールディングスの和田でございます。本日はお忙しい中お集まりいただき誠にありがとうございます。 

まず、今年 1 月 1 日に能登半島で起きました地震の犠牲になられた方々に謹んでお悔やみを申し上げます。また、

被災された皆様方には心からお見舞いを申し上げます。加えまして被災地におきまして復旧、救援、支援にご尽力さ

れている方々に深く敬意を表したいと思います。また、今後、当社といたしまして救援活動、復旧支援にお役立ていた

だくために赤十字に義援金を寄付させていただきました。同様の趣旨で、当社グループ社員からも寄付を募集しており

ます。皆様方の、被災地の方々の一日も早い日常の取り戻しを心からお祈り申し上げます。 

  



 

今日のハイライトにつきましてご報告いたします。 

1 点目は 3Q の決算概要、2 点目は通期業績予想、3 点目は期末の配当予想に関してご案内いたします。 

 

3Q の売上収益でございますが、記載の通り 9,906 億円、前年比 7.2%と伸⾧しました。営業利益は 409 億、そ

して調整後 EBITDA は 534 億円。売上、売上総利益ともに前年比で成⾧しておりますが、営業利益や調整後

EBITDA に関しましては前年を下回っております。 

 

その状況をふまえまして 2023 年の通期業績予想を本日発表いたしました。 

covid-19 の収束後、著しく過熱感のありました人材紹介事業が、一旦落ち着きを取り戻しております。そういった状

況を受け、通期の業績予想、営業利益を 545 億円の当初計画から 490 億円に、そして調整後の EBITDA を

755 億円から 690 億円に修正いたしました。 

 

3 点目の期末配当につきましては 4.3 円と変更ございません。中計 2026 の配当方針に則り、配当性向は調整後

の EPS の約 50％の配当を見込んでおります。また、調整前の EPS ベースの配当性向は約 65％の見込みになって

おりますこともあわせてご報告をさせていただきます。 

 

それでは、3Q の決算概要につきまして、CFO の徳永よりご説明させていただきます。徳永さんお願いします。 

 



 

【執行役員 CFO 徳永】財務担当の徳永でございます。それでは私から Q3 の決算概要について説明をいたします。

よろしくお願いいたします。 

 

 

まず、連結全体の概要ですが、売上高につきましては 7.2％増の 9,906 億円、売上総利益につきましては 5.7％

増の 2,243 億円でした。また、私どもが重要視しております利益指標の調整後 EBITDA につきましては、前年同期

17.8％マイナスの 534 億円でした。 



 

続きまして、SBU 別の売上高の状況です。 

BPO-SBU につきましてはコロナの剥落がありますので前年同期比減収になっていますが、当社の主力の Staffing-

SBU、そして今期の成⾧の柱の Career-SBU を含め、その他の SBU につきましては引き続き増収です。 

 

続きまして、SBU 別の営業利益の状況です。 

こちらもコロナの剥落がありますので、BPO-SBU につきましては減益でした。またこの後説明しますが、新卒、中途の

採用を強化している Technology-SBU につきましても 7.4%の減益でした。一方で、Staffing-SBU、そして今期

の成⾧の柱の Career-SBU、Asia Pacific-SBU はご覧の通り増益を達成しております。 



 

続きまして、SBU 別の調整後 EBITDA の状況ですが、こちらは先程の営業利益と同じようなトレンドですので、説明

は省略をさせていただきます。 

 

続きまして、前年同期の営業利益の増減分析です。 

まず、粗利は前年同期で 121 億円増加しました。主な要因は Career-SBU の増です。一方で、今年度から始まっ

た中計の中で、人的資本投資、これは Career-SBU のコンサルタント、あるいは Career-SBU 以外の賃上げを含

めた人的投資をしっかりやっていこうということで、人件費が 155 億円増加しています。また、Career-SBU を中心に

マーケティング投資をしっかりやっていこうということで、広告宣伝費が 38 億円増えています。一方で、昨年の 10 月～

12 月期の APAC-SBU での減損の影響は今期ありませんので、89 億円の増となり、409 億円になっております。 



 

続きまして、調整後 EBITDA の増減分析です。 

先程の減損と営業利益で約 110 億円の影響がありました。それ以外に減価償却費、そして未払有給休暇負債、

株式報酬の影響がありますが、総じて大きな前年同期比の影響はなかったと理解しています。 

この後、3 ページ、売上高、そして営業利益、調整後 EBITDA を一覧表にしておりますので、この後ご覧になっていた

だければと思います。 

 

 

 

続きまして、SBU 別の足元の状況、事業トピックスについて説明をいたします。 



 

まず、当社の主力の SBU の Staffing SBU です。 

売上高は 6.9％増、調整後 EBITDA は 1.1％の増です。また、スタッフの増につきましては、少し小さな字ですが前

年同期比 3.5％増、請求の単価につきましては 2％強の増です。 

足元 10 月～12 月期の状況ですが、昨年の 10 月から社会保険のコストアップがあり粗利が低下しておりましたが、

ちょうど 1 年経ったということで、左下の方に書いておりますが、昨年の 10 月～12 月期の粗利率 16.2％から、足元

では 16.6％まで改善しています。 

  



 

Staffing ビジネスの事業トピックを 2 つ紹介したいと思います。まず 1 つめは、エン・ジャパン様が調査されております派

遣ビジネスのランキングで、総合満足度ランキング 1 位に加えまして、今回は継続意向ランキングでも 1 位を獲得する

ことができました。スタッフの皆様の満足度の向上というのは、私どもにとって中⾧期的に企業価値を高める、まさに柱の

部分ですで、引き続き満足度の向上に努めてまいりたいと考えております。 

 

2 つめの Staffing SBU のトピックですが、私どもの企業理念、ミッションとして、雇用の創造があります。ここに書いてい

る通り、例えばバイオ技術者の育成ですとか、理系の人材の育成についても、これまでもやってきましたが、引き続き強

化をしたいと考えております。 



 

続きまして 2 つめの SBU、BPO SBU です。 

BPO SBU につきましてはコロナの剥落がありますので、売上につきましては 7％減、調整後 EBITDA につきましては

57％減ということで、1Q、2Q との傾向は変わっておりません。一方でコロナを除くオーガニックなサービスにつきましては、

ご覧の通り 12.7％の増ということで、好調な状況です。 

 

BPO SBU のトピックを 3 つ挙げております。BPO につきましては公共のお客様向けのサービスと、民間のお客様向け

のサービスがありますが、今回は地方自治体と連携している 3 つの事例を挙げています。時間の関係で 1 つだけご紹

介させていただくと、神戸三宮に BPO センターを開設し、主に公共サービスの BPO サービスを強化していきたいと考え

ております。 



 

続きまして Technology SBU です。 

Technology SBU につきましては、右側のパイチャートにもありますとおり、IT ソリューション、機械、電気のエンジニア

リング、そしてエンジニア派遣という、3 つのサービスで構成をされております。この事業につきましては、主な KPI がエン

ジニアの採用数を増やすこと、そしてエンジニアの稼働率を高めること、そして請求単価を上げるという、この 3 つが大き

な KPI ですが、今年度 3Q までに 955 名の採用しエンジニアの数を増やしております。具体的には、IT 分野につきま

しては前年同期比 15％増の 3,160 名、そして機械、電気のエンジニアにつきましては 7.9％増の 3,310 名という

状況です。稼働率につきましても、IT が 89％、エンジニアが 94％、平均して 3Q 末で 91.9％ということで、前四半

期から 2％の稼働率の改善をしております。稼働率の改善が調整後 EBITDA の改善にも繋がっており、3Q は前年

同期比(QoQ)で大きく増益することができました。 



 

Technology SBU のトピックについて 1 つご紹介いたします。こちらの SBU は、法人のお客様との接点、そしてエンジ

ニアの採用をするため拠点数を増やすということが非常に重要だと認識しており、従来開設していなかった仙台や広島

にも拠点を開設して、お客様、あるいはエンジニアの皆様との接点を増やしているという状況です。 

  



 

続きまして、今年度の成⾧の柱の Career SBU です。 

左側の売上高の状況を見ていただくと、前年対比で 25％の増です。3Q に入り若干成⾧が緩くなっていますが、それ

でも 18％を超える売上高の成⾧をしております。調整後 EBITDA につきましても前年対比で 14％増の 174 億を

達成しております。 

今年度の Career SBU の施策として、Career コンサルタントの増強、そしてマーケティング投資をしておりますが、昨

年度の 3Q 末対比で 25％増の 2,300 名強のコンサルタント数です。一方で、コンサルタントの生産性がマイナス 6％

と少し下がっていますので、引き続き生産性を高めるような施策をとっていきたいと考えています。 

  



 

Carrer SBU のトピックスについて 3 つご紹介をしておりますが、時間の関係で一番右の、東京都の女性活躍推進大

賞を受賞したことをご紹介いたします。当社の Career SBU においては、社員の半分以上が女性で占められており、

従来から女性の働きやすい環境に向けて整備をしてまいりましたが、今回東京都からご評価いただき優秀賞を受賞す

ることができました。引き続き女性の皆様が活躍できるような環境を作っていきたいと考えております。 

  



 

最後は Asia Pacific SBU です。Asia Pacific SBU は、右側のパイチャートにも書いておりますが、約 6 割が人材

サービス、そして 26％が主にオーストラリアで展開しておりますファシリティマネジメントサービスで構成をされています。業

績としては前年対比で売上が 6.1％増と堅調な状況でした。調整後 EBITDA につきましては、昨年度の 10～12

月期にオーストラリアにおいて一過性の売上がありましたので、調整後 EBITDA は若干昨年度マイナスですが、全体

としては堅調な状況です。 

  



 

こちらのページで、PERSOLKERRYと、オーストラリア、ニュージーランド中心のProgrammedの前年の3Qの売上、

営業利益、調整後 EBITDA、そして 3Q 累計の売上、営業利益、調整後 EBITDA を記載しております。先ほど申

し上げましたが、昨年の 10 月～12 月期で、オーストラリアで 89 億円の減損がありましたので、営業利益はマイナス

になっていますが、全体としては今期大きな問題はないということにご留意いただけたらと思います。 

 

シンガポール等その他の国でも様々な賞を受賞しておりますが、今回時間の関係でご説明は割愛したいと思います。 



 

最後に、その他と調整です。その他は昨年対比で 8.6％、主に R&D の事業で売上が増えています。また、右側の調

整で、調整後 EBITDA の方のマイナスが 56 億になっていますが、前回 2Q にもご説明したとおり、こちらは SBU 間

のセグメント間調整の増によるものですので、大きな支出の増加ということではありません。 

 

R&D につきまして、2 つ事業トピックを共有させていただきます。まず、中堅、中小企業向けの人材サービスを展開す

るミイダスと、隙間バイトのシェアフル、この 2 つを推進しておりますが、特にシェアフルにつきましては 500 万ダウンロード

を突破することができました。私どもとしては、この隙間時間の単発バイト、短期バイトについて、引き続き強化をしてい

きたいと考えております。 



 

最後に、当社のシンクタンク、パーソル総研におきまして書籍を発刊しました。人材開発、あるいは人的資本投資等の

コンサルティングもしておりますので、ぜひご覧になっていただけたらと思います。 

 

以上、私から SBU 別の業績、そして事業トピックについて説明をいたしました。 

  



 

【代表取締役社⾧ CEO 和田】 

それでは、通期業績、及び期末の配当予想に関しましては私の方からご報告させていただきます。 

 

通期業績予想を修正しております。 

売上高は 1 兆 3,140 億円に、営業利益は 490 億円に、調整後 EBITDA を 690 億円、そして調整後当期純

利益を 384 億円、調整後 EPS を 16.83 円といたしました。 



 

通期業績の SBU ごとのご案内をさせていただきます。 

SBU では、特に Staffing の売上が 5,970 億円から 5,740 億円に、230 億円修正しております。それから、

Career の売上を 1,370 億円から 1,280 億円に 90 億円の修正を、その他の領域で 40 億の修正としております。

なお、Technology SBU や APAC に関しては計画通りの推移をしておりますし、BPO につきましては 1,040 億円か

ら 1,090 億円と修正をいたしました。 

  



 

次の調整後 EBITDA についてご報告します。 

Staffing SBU は 311 億円から 289 億円、BPO は 96 億円から 86 億、Technology は 68 億円から 62 億円

に、Career は 271 億円から 248 億円、APAC は 102 億円から 99 億円と修正しております。 

 

我々が今感じているマーケット感につきましては、大手企業からの発注にまだら感が出ているという状況です。特に派

遣事業での中堅、中小企業の需要は引き続き旺盛ではありますが、大手からのまだら感があると。また、人材紹介事

業におきましては、マーケットが下期に入り一服感があると認識をしております。これはコロナ後の採用については非常に

旺盛なニーズがあったものが、一服感が今起きているのかもしれない、という認識です。加えて、今までの積極採用から

厳選採用へのシフトをしている企業が多いというのが実感です。 

また、企業の賃金アップやその他の積極的な企業様の人材確保の動きが出ており、求職者の方々の動きも少し鈍化

しているような実感です。 

ただ、マーケットは大きく成⾧すると認識しておりますし、全体感、需要そのものの全体感は引き続き旺盛ですので、今

後の変化にしっかりと対応していく体制を作るということが肝要だと考えております。今後マーケットが好転する際には、

より一層そのタイミングを逃がすことなく積極的な対応をしていきたいと、そのための準備やマーケットの監視を積極的に

進めていきたいと考えています。 



 

最後に、期末の配当予想につきましてご報告いたします。 

先程ご案内しました通り、配当の予想は通期計画どおりとさせていただきます。年間は 8.6 円、下期も上期同様 4.3

円を計画しております。調整前の EPS の配当性向では約 65％となる見込みですが、調整後の EPS で 50％、これ

をしっかりと還元させていただくことを考えております。 

  



 

グループのトピックを 1 つご案内いたします。 

1 月 31 日、グループの人的資本レポートを発行いたしました。 

我々は人的資本が非常に重要と捉えており、人的資本である社員と派遣スタッフの方々を価値創造の源泉と捉えて

おります。中期経営計画では、人的資本を事業成⾧のエンジンと位置付けておりますし、我々のグループが掲げる価

値創造ゴールのこの実現に向けて、人的資本の価値を最大化させるための方向性や取り組みを網羅的に記載をさせ

ていただいております。 

当社で初めて発行させていただきました。当社グループ全体がよく分かる内容になっておりますので、ぜひ皆様もお時間

あります時にお目通しいただければ幸いです。 

私の方からは以上とさせていただきます。 


